
チャート： 30分足  13日（火）朝６時 ～ 14日（水）朝６時 
13日（火）の主な推移 

ＦＯＭＣ議事録の内容は？ 
７月14日（水曜日） 

ドル/円 

※チャートは30分足 日本時間にて表示  ※左表は終値ベース、( )は前日比                          

出所：外為どっとコム 

① 
日本時間５時過ぎに発表された米非鉄大手アルコアの好決算を受け、日経平均が上昇して始まる

と、ドル/円相場では円売り優勢の展開となった。しかし、中国の不動産業界に対する追加規制への

懸念から上海株が大幅に下落すると、円買い戻し優勢となった。 

② 

16時過ぎに格付け会社ムーディーズがポルトガルの格付けを「Ａa２」から「Ａ１」に引き下げたことか

ら、リスクを警戒しての円買い戻しが出た。さらに、みずほフィナンシャルグループが7480億円規模

の公募増資を行うと発表したことも、海外投資家の円買い需要への思惑を呼び、円高の進行に拍車

を掛けた。 

③ 

欧州の信用不安後退でユーロ/ドルでユーロ高・ドル安が進む中、ドル/円でも一時急激にドル安・円

高が進行し、88.03円の安値を付けた。ただし、13日早朝に発表されたアルコアの好決算を背景にダ

ウ平均株価が大幅に上昇したことから、クロス円（ユーロ/円など）を中心に円売り優勢の展開になっ

た上、米長期金利が上昇したことや米６月月次財政収支において赤字額が大幅に縮小したことがド

ル買い要因となり、ドル/円は大幅に反発。また、ＮＹ株式市場引け後に発表された米インテルの好

決算もドル/円の上昇要因になった。 

巻末の特記事項を必ずお読みください。 

ダウ平均株価 

10363.02ドル 

（+146.75ドル） 

米長期金利 

(10年債利回り) 

3.1227％ 

（+0.0636％） 

NY原油先物 

77.15ドル 

（+2.20ドル） 
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①日経平均の上昇 

②ポルトガルの格下げ 

③米長期金利の上昇 
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・米国経済の回復 

・米長期金利の上昇 

・米国の超低金利政策の長期化観測の後退 

・金融市場全体のドル売りムードの緩和 

・日銀の追加緩和観測 

・日本の財政赤字への懸念 

 

 本日は手掛かり材料が豊富な一日だ。下記の材料の他、本日は夕方に英６雇用統計や、ユーロ圏６月鉱

工業生産の発表なども予定されており、ドル/円はこれら経済指標の結果を受けた主要国株価の方向性に連

れる展開が続くものと見る。今朝早朝に発表された米インテルの好決算が米国時間に入って材料視される可

能性があるため、基本的に株は上昇して始まると考えられる。欧州経済指標や、米株式市場開始前に発表さ

れる米６月小売売上高が市場予想より良い結果になれば、株高圧力がさらに高まり、クロス円が上昇する公

算が大きい。また、株高が進めば米長期金利も上昇し、これもドル買い要因となるだろう。 

 ただ、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）議事録の内容には注目したい。６月22～23日のＦＯＭＣの声明文で

は景気の総括判断を「景気回復は強まっている」から「景気回復は続いている」に下方修正されたが、この決

定がどのような話合いを経てのものなのかに注目が集まる。議事録にてＦＯＭＣが米国景気の先行きについ

て強い懸念を示していることが明らかになれば、同国の超低金利政策の長期化観測から米長期金利が低下

し、ドル/円には下落圧力が掛かりそうだ。（ジェルベズ） 

本日の予想レンジ： 88.20— 89.70円 

※注目度が高い順に「◎」「○」「無印」で表示  時間は「日本時間」 

・米金融規制案への懸念 

・米国の超低金利政策の長期化観測 

・米長期金利の下落 

・米国経済の回復の鈍化 

･米財政赤字悪化懸念の高まり 

 

 

上昇要因（ドル高・円安） 下落要因（ドル安・円高） 

本日の見通し 

本日から明朝の注目イベント 

本レポートは、投資判断の参考となる情報の提供を目的としたものであり、投資勧誘を目的として提供するものではありません。
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等は、今後予告なしに変更されることがございます。 なお、本レポートにより利用者の皆様に生じたいかなる損害についても、株

式会社外為どっとコム総合研究所ならびに株式会社外為どっとコムは一切の責任を負いかねますことをご了承願います。 
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※発表時刻は予告なく変更される場合があります。また、※予定一覧は信頼性の高いと思われる情報を元にまとめております

が、内容の正確性を保証するものではございませんので事前にご留意くださいますようお願いいたします。 

日付 時間 注目度 経済指標、イベント等 前回発表数値 市場予想 

7/14（水） 21:30 ◎ (米) 6月小売売上高 [前月比] -1.2％ -0.3％ 

 21:30 ◎ (米) 6月小売売上高 [前月比：除自動車] -1.1％ -0.1％ 

 26:00 ○ （米） 30年債入札（130億ドル） ―― ―― 

 27:00 ◎ （米) FOMC議事録（6月22、23日） ―― ―― 


